
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の記念碑（Ｎo.27） 

 

足柄上郡山北町山北地区の地震の記念碑 
 

 前回に引き続いて、山北町の地震の記念碑を紹介する。山北町は 

神奈川県の北西部に位置し、その町域の大半を丹沢山塊が占めてい 

る。 

 この町は横浜市に次ぐ県内第 2位の面積を有しているが、明治 22 

年の町村制施行以来、何回もの町村合併が繰り返されて現在に至っ 

ている。昭和 30年 2月に、従来の山北町と共和村、清水村、三保村 

が合併し、同年 4月には北足柄村平山地区が合併した。さらに、同 

年 9月には松田町高松地区が山北町に編入されている。このような 

町のあゆみが、今でもそれらの地区の呼び方として残っている。前 

回は、それらの内の清水地区および三保地区の記念碑をまとめて紹 

介した。 

 今回は山北町の中心部、すなわち山北地区である。ＪＲ束海・山 

北駅周辺を手始めに幾つかの記念碑を紹介したい（図 1）。 

 

山北町役場前の水 

害復旧記念碑 

 

 ＪＲ東海・御殿場線山北駅から、「駅前大通り」を約 300mほど東 

に歩くと山北町役場である。役場は大通りの山側で、大通りと役 

場の建物との間が駐車場になっている。 

 

1 神奈川県温泉地学研究所   小田原市入生田 586 〒250 

 神奈川県温泉地学研究所観測だより、通巻第 46号、57－68、1996 

 

 平野富雄 1 

図 1 山北町山北地区の地震の記念碑分布図 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 駐車場の東のきわに、石碑がぽつねんと建っている。それが水害 

復旧記念碑である。ガッチリとした土台があるわけでもなく、囲い 

が作ってあるわけでもない（写真 1、2）。 

 この石碑には、関東大地震から 14年を経た昭和 12年（1937）と、 

昭和 13年（1938）の水害の状況およびその復旧の苦労が詳しく記さ 

れている。大正 12年（1923）の関東大地震後、この地域は雨が降る 

たびに丹沢山地から土石が流出して、人々を悩ませた。その原因は 

地震による丹沢の山腹崩壊で、崩壊面積は全山の 20％（6000ha）に 

達したという（写真 3）。 

写真 1 山北町役場前の水害復旧記念碑 

 

写真 3 関東大地震による丹沢山地の崩壊 

 

写真 2 水害復旧記念碑 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸の八幡神社の 

「くすのき」と社 

殿改築記念碑 

 

水
害
復
旧
記
念
碑 

山
北
町
ハ
東
ニ
尺
里
瀧
沢
西
ニ
皆
瀬
南
ニ
酒
匂
ノ
河
川
ア
リ
テ
北
二
重
塁
タ
ル
山
岳
ヲ
背
ヒ
地
状
極
メ
テ
錯
雑
ニ 

シ
テ
大
正
十
二
年
九
月
一
日
ノ
関
東
大
地
震
以
来
降
雨
ア
ル
毎
ニ
土
砂
ノ
流
出
多
カ
リ
キ 

偶
々
昭
和
十
二
年
七
月
十
三
日
夜
来
ノ
豪
雨
十
六
日
ニ
及
フ
ヤ
山
崩
レ
山
津
浪
各
所
ニ
生
シ
河
川
氾
濫
シ
テ
流
域 

ノ
美
田
一
面
ノ
濁
流
卜
化
シ
翌
十
七
日
ニ
至
り
雨
ハ
止
ミ
タ
ル
モ
ソ
ノ
惨
状
ハ
筆
舌
二
尽
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ 

此
間
町
民
ハ
一
致
協
力
連
日
連
夜
克
ク
之
カ
防
備
二
努
メ
タ
ル
モ
遂
ニ
埋
没
家
屋
二
百
七
十
一
戸
倒
潰
家
屋
四
十 

八
戸
流
出
家
屋
十
五
戸
浸
水
家
屋
八
百
五
十
九
戸
ヲ
算
シ
田
畠
ノ
流
失
又
ハ
埋
没
セ
ル
モ
ノ
実
ニ
百
九
町
歩
ニ
及 

ヘ
リ
是
ニ
於
テ
本
町
ハ
緊
急
町
会
ヲ
招
集
シ
罹
災
者
ノ
救
助
並
ニ
復
旧
対
策
ヲ
決
議
シ
町
会
議
員
及
ヒ
各
部
落 

役
員
ノ
協
カ
ヲ
得
テ
応
急
施
設
ヲ
講
シ
直
チ
ニ
災
害
実
情
ヲ
県
庁
ニ
報
告
ス
ル
ヤ
知
事
半
井
清
閣
下
以
下
係
官
具 

サ
ニ
此
被
害
状
況
ヲ
視
察
セ
ラ
レ
県
当
局
ノ
指
導
鞭
撻
ニ
依
り
復
旧
ハ
緒
ノ
緒
ニ
就
ケ
リ
然
ル
ニ
翌
十
三
年
六
月 

二
十
九
日
ヨ
リ
連
日
ノ
降
雨
ハ
復
旧
途
上
ノ
工
事
ヲ
徒
労
ニ
帰
セ
シ
メ
災
禍
ヲ
更
ニ
大
ナ
ラ
シ
メ
タ
リ 

仍
テ
本
町
ハ
将
来
ノ
災
禍
ニ
備
フ
ヘ
ク
多
年
ノ
懸
案
タ
リ
シ
皆
瀬
川
尺
里
川
瀧
沢
川
ヲ
シ
テ
河
川
法
準
用
方
ノ
実 

現
ニ
関
シ
鳩
首
熟
議
シ
県
会
議
員
藤
沢
政
雄
氏
等
ノ
尽
カ
ニ
依
り
遂
ニ
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
附
ヲ
以
テ 

県
移
管
認
可
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
時
恰
モ
支
那
事
変
八
二
星
霜
ヲ
閲
シ
統
制
ハ
日
々
ニ
強
化
セ
ラ
レ
資
材
ノ
制
限 

物
価
ノ
昂
騰
ハ
労
カ
ノ
不
足
ノ
相
侯
ツ
テ
工
事
復
旧
ヲ
シ
テ
益
々
困
難
ナ
ラ
シ
メ
更
ニ
大
東
亜
戦
争
ノ
勃
発
以
来 

愈
其
ノ
度
ヲ
高
メ
タ
リ
然
レ
ト
モ
所
轄
県
土
木
出
張
所
並
耕
地
整
理
出
張
所
ノ
絶
大
ナ
ル
援
助
卜
町
民
ノ
復
興
ニ 

対
ス
ル
熱
意
ト
ニ
依
り
昭
和
十
七
年
三
月
末
迄
ニ
於
テ
略
竣
工
ス
ル
ヲ
得
タ
リ 

右
工
事
費
ハ
町
費
支
弁
総
額
三
十
六
萬
六
千
圓
ニ
シ
テ
内
皆
瀬
川
尺
里
川
瀧
沢
川
孫
沢
川
鳥
ノ
子
川
元
禄
川
ノ
工 

費
十
七
萬
六
千
円
町
村
道
柏
坂
平
山
線
外
三
十
二
路
線
ノ
工
費
八
萬
一
千
五
百
圓
安
洞
橋
外
九
橋
梁
ノ
工
費
一
萬 

九
千
三
百
圓
川
村
用
水
路
外
四
十
一
水
路
工
費
八
萬
九
千
三
百
圓
是
ニ
対
ス
ル
国
庫
並
ニ
県
費
補
助
金
総
額
二
十 

二
萬
一
千
圓
ヲ
算
シ
タ
リ
以
テ
其
ノ
災
禍
ノ
如
何
ニ
大
ナ
リ
シ
カ
ヲ
知
ル
ヘ
シ 

当
町
ハ
此
未
曾
有
ノ
水
害
復
旧
ニ
方
リ
当
時
ノ
苦
難
ヲ
偲
ヒ
永
久
二
記
念
ス
ヘ
ク
茲
ニ
建
碑
ス 

 
 
 

昭
和
十
八
年
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

如
月 

浜
田 

茂
書 

 山
北
町
役
場
前
の
水
害
復
旧
記
念
碑 

 

 関東大地震のようなＭ（マグニチュード）: 8級の巨大地震で大 

きく揺れる時間はたかだか 1分程度である。しかし、地震による山 

地の崩壊が原因となって、それ以後何年にもわたって出水の被害が 

続いたことを忘れてはならないだろう。ちなみに、当時の内務省直 

轄砂防事業として、酒匂川をはじめ早川、金目川および相模川水系 

の関東大地震による震災復旧エ事が始まったのは大正 14年（1925） 

で、神奈川県が国からこの事業を引き継ぐのは昭和 17年（1942）の 

ことである。 

 山北町の隣の開成町にも、関東大地震と昭和 12年、昭和 13年の水 

害との関わりを伝える記念碑が建てられている。その碑によって関 

東大地震による丹沢山地の崩壊の影響は、山北だけではなく下流の 

足柄平野にもおよんだことがわかるのである。いずれ、この記念碑 

も紹介するつもりである。 

 昭和 12年および 13年の水害の状況は、神奈川県が昭和 46年（197 

1）に発行した神奈川県災害誌（自然災害）にまとめられている。 

 

 役場を後に、県道小田原山北線を南に向かう。ＪＲ･御殿場線の 

線路下をくぐり、国道 246号線を横断すると、流鏑馬で有名な室生 

神社がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この室生神社も、関束大地震では大きな被害を受けた。ちょうど 

地震の起きた日は、社務所建設の地鎖祭の準備中であった。地震で 

本殿三社は大破し、鳥居は折れ、玉垣は石垣もろとも全滅したとい 

う。その後、社殿の位置を変更して神社は復旧したが、ここには関 

東大地震を刻んだ記念碑は建っていない。 

 神社の束側のなだらかな坂道を登りきり、Ｓ字に曲がった下り坂 

をくだると大きく枝をのばした「くすのき」が目に入る（写真 

4）。そこが岸の八幡神社である。 

 「くすのき」の脇に、町の教育委員会が作成した説明板が建って 

いる。 

 

社
殿
改
築
記
念
碑 

神
徳
維
馨 

 

足
柄
上
郡
長
正
七
位
勲
六
等 

田
中
鉐
雄
題
額 

川
村
岸
の
氏
神
と
斎
奉
る
八
幡
神
社
は
其
由
来
遠
久
（
く
） 

社
殿
亦
多
数
の
歳
月
乎
（
を
）
経
た
れ
バ
雨
に
風
に
朽
ち
た 

る
処
の
出
来
て
加
ふ
る
に
祭
事
を
執
行
ふ
に
も
便
よ 

か
ら
ね
ぱ
氏
子
の
計
ひ
に
て
大
正
十
一
年
十
月
工 

を
起
し
て
翌
年
三
月
数
千
の
資
も
て
家
根
さ
へ
銅
葺 

に
造
更
め
ぬ
適
ま
其
九
月
一
日
関
東
を
襲
へ
る
大 

地
震
に
復
た
多
大
の
損
害
を
受
け
て
い
と
畏
く
も
覚 

江
（
え
）
け
れ
ぱ
氏
子
は
更
な
り
篤
志
の
者
等
村
肝
の
心
に 

誓
ひ
あ
は
せ
て
少
な
か
ら
ぬ
経
費
を
担
ひ
て
漸
く
に
旧 

の
社
殿
に
立
復
す
事
を
得
た
り
是
偏
に 

御
神
徳
の
然
ら
し
む
る
所
に
し
て
ま
た
以
て
氏
子
崇
敬
者
の 

平
素
敬
神
の
念
篤
く
そ
の
誠
裏
の
発
露
と
謂
ふ
べ
し 

 

大
正
十
五
年
四
月
三
日 

社
掌 

 
 

臼
井
嘉
壽
恵 

撰 

 
 

元
川
村
小
学
校
長
正
八
位
勲
八
等 

長
坂
村
太
郎 

謹
書 

 

写真 4 岸の八幡神社の「くすのき」 

 

 

山
北
町
指
定
天
然
紀
念
物 

 

八
幡
神
社
の
く
す
の
き 

 
 
 
 
 
 

昭
和
五
十
九
年
二
月
一
日
指
定 

 

く
す
の
き
（
樟
楠
）
は
ク
ス
ノ
木
科
の
常
緑
高
木
、 

関
東
以
南
の
暖
地
に
産
し
、
五
月
頃
白
色
の
小
花
を
つ
け
る
。 

 

材
は
堅
く
独
特
の
薫
り
が
あ
り
、
樟
脳
や
樟
脳
油
な
ど
が 

と
れ
、
建
築
材
や
船
材
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。 

 

八
幡
神
社
の
く
す
の
き
は
樹
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
根
廻
り 

七
．
二
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
三
〇
〇
年
（
推
定
）
で
あ
る
。 

 

そ
の
姿
は
根
本
か
ら
約
六
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
大
き
く 

二
つ
の
幹
に
分
か
れ
、
し
か
も
斜
め
に
張
り
出
し
た
巨
木
で 

そ
の
葉
は
幹
が
か
く
れ
る
程
茂
っ
て
い
て
樹
勢
は
旺
盛
で
あ 

る
。 

 

又
、
根
本
の
子
枝
は
関
東
大
地
震
（
大
正
十
二
年
九
月
一 

日
）
に
よ
っ
て
根
本
が
さ
け
て
、
そ
の
先
端
か
ら
生
じ
た
も 

の
で
学
術
的
に
も
貴
重
な
現
象
で
あ
る
。 

 

郷
土
の
貴
重
な
天
然
記
念
物
と
し
て
、
指
定
し
保
護
す
る 

も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

昭
和
六
十
三
年
六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
北
町
教
育
委
員
会 

 

岸
の
八
幡
神
社
の
「
く
す
の
き
」
と
社
殿
改
築
記
念
碑 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「くすのき」の北側の石段を登ると、広い境内の奥まった位置に 

八幡神社の社殿が建っている。その社殿の右手に社殿改築記念碑が 

建っている（写真 5）。 
 

写真 5 八幡神社の社殿と社殿改築記念碑 

 

岩流瀬の文命西堤 

碑と震災復旧記念 

碑 

 

 大正 11年 10月より始まった社殿の屋根などの大修繕が、翌年の 3 

月に終わったが、その年の 9月 1日の関東大地震で、旧態をとどめな 

いほどの被害を被った。その直接の原因は東の道路側の斜面の崩壊 

などで、社殿が押し出されて傾いてしまったという。 

 

 県道小田原山北線をさらに南に向かうと、前方に酒匂川に架かる 

橋が見えてくる。それが岩流瀬（がらで）橋で、その橋の袂に建っ 

ている古い石碑が文命西堤碑である（写真 6）。 

 

写真 6 岩流瀬の文命西堤碑 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この古碑は、大口堤の文命東堤碑とともに、酒匂川の治水事業の 

歴史上では最も有名なものである。碑の廻りは柵が結われ、碑の建 

立から 270年以上経った今でも大切に守られている。 

 碑の柵の前に建てられた説明板には次のように書かれている。 

 

文
命
西
堤
碑 

 

酒
匂
川
は
、
宝
永
４
年
（
一
七
〇
七
）
の
富
士
山 

大
噴
火
に
よ
る
降
灰
の
た
め
河
床
が
埋
ま
り
、
岩
流
瀬 

・
大
口
付
近
は
大
水
が
出
る
た
び
に
堤
防
が
決
壊
し
、 

周
辺
の
農
民
た
ち
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。 

こ
の
た
め
、
荒
川
・
多
摩
川
の
治
水
工
事
を
手
掛
け
た 

川
崎
宿
名
主
田
中
丘
隅
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
享
保
十 

一
年
（
一
七
二
六
）
荒
れ
果
て
た
酒
匂
川
の
改
修
工
事 

指
揮
に
あ
た
っ
た
。 

 

丘
隅
は
、
弁
慶
枠
や
蛇
篭
に
石
を
つ
め
、
そ
の
一
つ 

一
つ
に
僧
侶
が
陀
羅
尼
経
を
読
ん
で
か
ら
川
岸
に
積
み 

上
げ
、
堤
が
完
成
す
る
と
そ
の
上
に
中
国
の
水
神
で
あ 

る
禹
王
の
廟
を
祀
っ
た
。
禹
王
の
別
称
が
文
命
で
あ
る 

こ
と
か
ら
「
文
命
堤
」
と
言
わ
れ
、
川
の
東
西
で
西
堤 

（
岩
流
瀬
堤
）
と
東
堤
（
大
口
堤
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
堤
等
の
完
成
に
よ
り
、
酒
匂
川
流
域
の
村
々
は 

次
第
に
復
興
し
て
い
っ
た
。 

 

こ
の
碑
は
、
丘
隅
が
文
命
西
堤
の
完
成
を
記
念
し
て 

建
立
し
た
も
の
で
、
「
享
保
十
一
年
丙
午
夏
五
月
二
十 

五
日 

武
蔵
国
川
崎 

田
中
丘
隅
立
」
と
刻
さ
れ
て
い 

る
。
ま
た
、
文
命
堤
の
名
に
つ
い
て
は
、
東
堤
碑
に
詳 

し
く
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

平
成
六
年
九
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
北
町
教
育
委
員
会 

岩
流
瀬
の
文
命
西
堤
碑
と
震
災
復
旧
記
念
碑 

 

 宝永 4 年（1707）の富士山の噴火の 1 箇月ほど前に、駿河湾沖では 

宝永の東海地震が起き、さらにその 4 年前に南関東では、マグニチ 

ュード（M）:8 級の元禄地震が起きている。今から 290 年ほど前に、 

南関東から東海地方にかけて、まさに天地を揺るがした大変動の 4 

年間が存在した。地震の被害と、富士山の噴火による降灰で、この 

県西部の足柄上郡地域は、その大変動の影響をまともに受けたので 

ある（図２）。 

図 2 宝永 4年の富士山（宝永山）の噴火で噴出した 

 降灰（テフラ）の分布（数字は厚さ：ｍ）、（中村 

 ら、 1987） 

 

 文命西堤碑があまりにも有名なためか、この柵の中に関東大地震 

に関わる記念碑が建っていることはあまり知られていない。柵の西 

側の文命西堤碑に対峙して、東側に建つのが震災復旧記念碑である 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 7）。その碑には、次のように刻まれている。 
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写真 7 文命西堤碑と対峙して建つ震災 

    復旧記念碑（向かって右の碑） 

 

図 3 山北町の用水堰分布図（内田、1993） 

 

 関東大地震当時は、山北地区はまだ川村と称していたが、村内に 

は用水堰が縦横に張り巡らされていた（図 3）。堰を流れる水は、 

水田の耕作だけでなく、生活用水としても活用されていた。その用 

水堰が地震によって全滅したのである。 

 文命西堤碑と並んで建てられた震災復旧記念碑は、その堰（岩流 

瀬堰）の復旧の記録である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋口橋の川村土功 

之碑（かわむらど 

こうのひ） 

 

 山北地区に用水堰が発達したのは、宝永 6年（1709）の皆瀬川の 

瀬替えが､その原因となっている。皆瀬川の瀬替への発端は、宝永 4 

年（1707）の富士山の噴火であり、その 4年前の元禄 16年（1703） 

の元禄地震である。それらの一部始終を石碑に刻み、その事業を進 

めた名主湯山家の功績を伝えているのが川村土功之碑である（写真 

8）。 

写真 8 川村土功之碑 

 

 J R山北駅前の通りを西に向かい、しばらく歩くと国道 246号線 

の旧道に出合う。この旧道に沿ってさらに西に向かうと、皆瀬川に 

架かる樋口（とよぐち）橋にでる。橋の袂に山崎商店があり、その 

店の対面に川村土功之碑が建っている。碑の前に建てられた説明板 

に、その由来が次のように書かれている。 
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六
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磯
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六
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。
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六
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川村上功之碑はその全面が漢文で、次のように記されている。 
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右
衛
門
為
里
長
亦
開
申
代
官
簑
笠
之
助
而
所
乞
也
於
是
大
便
蓄
洩
村
之
最 

高
處
日
板
橋
■
川
村
関
在
焉
元
禄
之
震
山
崩
塞
水
道
措
而
不
治
者
三
十
七
年
関
卒
■
民
取
水
於
百
八
十
歩
之
外
以
供
炊
飯
至
是
始 

通
石
渠
一
千
零
八
十
尺
以
引
板
橋
澤
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右
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右
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萬
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こ
う
の
ひ
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 当時の皆瀬川は、現在の山北駅から向原方面に向かって流れてい 

た（図 4）。宝永 5年（1708）6月 22日の洪水で、川村山北は皆瀬川 

の出水により湖と化してしまった。噴火による降灰などで河床が上 

がり、川の流れがせき止められたからである。 

 このような水害から永久に免れるために、皆瀬川の水を村の西の 

役野へ掘り落とし、酒匂川に流し込む瀬替えの工事を名主湯山弥五 

右衛門が発願した。その工事の許可を得るには幾多の困難があった 

が、宝永 6年（1709）に実現したのである。 

 この碑は、宝永の富士山の噴火後に、当時の川村の名主湯山家が 

代々関わった水との戦いの記録である。すなわち、初代弥五右衛門 

の皆瀬川の瀬替えを手始めに、享保 19年(1734）の 2代弥五右衛門 

の川入堰、元文 4年（1739）の 3代三太夫の御関所用水堰、天明 2年 

（1782）の 4代弥五（太）右衛門の瀬戸堰、天保 12年（1841）の 6代 

弥太郎の瀬戸堰取入れ□の工事である。なお、4代は弥太右衛門が 

正しく、碑の弥五右衛門は書家の書き間違いだという（内田、199 

3）。 

 初代弥五右衛門には、大正 13年（1924）の東宮御成婚に際して従 

五位が贈られたが、その贈位記念碑が室生神社に建っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 皆瀬川の瀬替え以前の足柄平野の川と堰（宝永 4年 6月村々の土手と堰による、酒井、1975） 

 

川入堰の碑 

 
 樋口橋から少し駅方面に戻り、皆瀬川に沿って上流に向かう。道 

路が丁度東名高速道路の橋脚の脇をぬけるところに、お地蔵さんや 

水神などの石造物群が据えられている。その中の一つが川入堰の碑 

である（写真 9）。 

 

写真 9 川入堰の碑 
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 皆瀬川の瀬替えが実現して川村山北の洪水の脅威が取り除かれ、 

それまでの河川敷の開発がはかられた。しかし、川の流れが無くな 

ったために、それまで使っていた井戸も涸れ、たちまちにして水不 

足を来たしてしまった。川入堰は、その水不足を解消するために作 

られたのである。 

 教育委員会が建てた説明板には、碑の由来が次のように書かれて 

いる。 
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 その後、明和 7年（1770）の大干ばつを契機にして、新たな用水 

路の開発が発願された。それが 4代弥太右衛門による瀬戸堰であ 

る。 

 川村山北から約 1Okm程上流の上瀬戸で酒匂川の水を取水して引き 

込み、60町歩の畑を水田にかえ、水不足の水田 12町歩の水も確保す 

るという大計画であった。新用水の発願から 10年目の安永 8年（177 

9）に、当初の計画を修正して着工に移され、2年半後の天明 2年に 

完成する。さらに、その約 10年後に、瀬戸堰から川村岸への分水工 

事によって、畑の水田化か進んだのである。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
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 現在、この地域の水田耕作面積は著しく減少してしまい、瀬戸堰 

の維持が窮地に追い込まれているという（図 5）。 200年以上にも 

わたって、この地域の人々の生活を支えてきた用水路の今後が大変 

気になるところである。 

 ここに取り上げた以外にも山北地区には記念碑が建っている。向 

原の尺里川畔の記念碑などの紹介は、後日を待ちたい。 

 

図 5 「川村用水が経営危機に」（神静民報、平成 6年 9月 11日） 

 

 

 


